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� どこに誰といましたか。 
 

仕事先のオフィスに、たまたま 1 人でいました。新宿 3 丁目の 11 階建ビルの 7 階

で、通常は 3 人が働いています。パソコンで仕事中、背後のキャビネットの引き戸が

開き、バインダーが落ちてきました。キャビネットそのものが倒れるのではないかと怖

かったです。古い建物でドアが開かなくて外に出られないと困るので、とっさに手荷

物を持ってドアを開けました。 
 
すぐに家に電話をしました。携帯はだめでしたが、固定電話はつながりました。春休

みで家にいる 2 人の娘の無事を確認しました。外を見ると、道路に早や人があふれ、

乗り物は動いていない様子。15 時半にエレベーターで降り、会社を出て歩き出しま

したが、途中で自宅方面に行くバスに偶然乗れ、18 時ごろに帰宅できました。後で

ぞっとしたのですが、エレベーターで閉じ込められてしまったらと思うと。 

 

� 自宅では何が起こっていましたか。 
 

自宅は、12 階建マンションの 10 階です。家の中は、食器戸棚の中のものが散乱。

在宅の娘が、片付け始めていました。壊れ物は、段ボールに４箱分ありました。日常

食器が主なので、高価なものはありませんでした。高級品や記念の品は、奥におい

てあったので無事でした。心なしか、ピアノが動いているようでした。夫は、成増から

徒歩で 3 時間かけて帰宅。息子は、勤務地の蓮田から大宮まで徒歩。そこで大宮

高島屋が開放していたので一夜を過ごし、翌早朝、南浦和まで歩き、タクシーを拾

って帰宅しました。 

 

� 最後にひとこと。 
 

泊まれるものなら、何が何でも帰宅しようと思わない方がよいと思いました。仕事場

にも飲料のペットボトル、クッキーやチョコレートを常備するようにしました。 
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